
議　　題

利用者 ０名 １．実績報告

利用者家族 ０名 ２．虐待防止について

地域住民の代表者 ２名 ３．身体拘束について

市職員 １名

地域包括支援センター職員 ０名

事業所 ３名

　　尿カテーテル等の常時異物を装着しなければいけない状況で、本人がいじってしまうのを防ぐため
　　に行う、身体拘束以外の代替案についてご意見をいただきました。
　　　・他に気をそらすような物を置いておく。
　　　

　　グルーホームらく令和６年８月、令和６年９月の主な出来事について報告させていただく。

２．虐待防止について

　　　・トイレへ連れていく回数を減らす事も虐待にあたらないのでは？
　　　・トイレへ連れていく事は、虐待にあたらないのでは？

　　トイレを非常に嫌がる利用者様へのトイレ介助が心理的虐待にあたらないか？その逆にトイレの回数
　　を少なくする事がネグレクトにあたらないか？についてご意見をいただきました。

　　　・どちらも本人のためを思って行う事なので、虐待にはあたらない。

　　今後も本人の状態の変化に気を付け、なるべく本人にストレスの少ない方法をとっていきます。

３．身体拘束について

　　等のご意見をいただきました。

　　

　　等のご意見をいただきました。
　　今後も本人に応じた代替案を常に考え、身体拘束を行わないようにしていきます。
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ご意見等のまとめ
１．実績報告

出席者


